
プレスリリース 
  

令和６年５月８日 

 
パネル展「『被災地』福島 十二人の 12 年」を開催！ 
福島大学地域未来デザインセンター相双地域支援サテライト主催 

 

 福島大学地域未来デザインセンター相双地域支援サテライトは５～６月、パ

ネル展「『被災地』福島 十二人の 12 年」を福島大学フクニチャージ図書館で

開催します。原発事故で避難指示が出されるなどした 12 市町村で暮らす人た

ちの事故後の生きざまと日常、被災地の今を紹介します。 

 

原発事故で避難指示が出されるなどした福島県の 12 市町村（※田村市・南相

馬市・川俣町・広野町・楢葉町・富岡町・川内村・大熊町・双葉町・浪江町・葛

尾村・飯舘村）は現在、帰還困難区域を除いて全ての自治体で居住が可能になっ

ています。 

当地は原発処理水の海洋放出を巡り、国内外から大きな注目を浴びましたが、

そこで暮らす人たちの日常はあまり知られていません。本展では各市町村から 1

人ずつ人物を取り上げ、事故後の生きざまを写真や記事で振り返ります。（※本

年２月、同会場で行ったパネル展と同じ内容です） 

 

【実施概要】 

日時：2024 年 5 月 10 日(金)～6 月 7 日(金) 9:00-20:45（最終日 14:00 まで） 

場所：福島大学フクニチャージ図書館（福島市金谷川 1） 

※土日は 11:00-18:00  

※入場無料 

 
（お問い合わせ先） 

福島大学地域未来デザインセンター 

コーディネーター 佐藤 孝雄 

電 話：0240－23－6675 

メール：r411@ipc.fukushima-u.ac.jp 




